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最
近
、
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
日
本
人
論
」
と
い
う
本

を
読
ん
だ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
最
古
の
大

学
で
、
各
分
野
で
の
指
導
的
な
人
材
を
輩
出
し
続
け

て
い
る
。
そ
の
名
門
大
学
で
、
黒
澤
明
や
小
津
安
二

郎
の
映
画
や
ア
ニ
メ
を
教
材
に
し
た
メ
デ
ィ
ア
論
、

清
掃
を
尊
ぶ
精
神
や
禅
ブ
ー
ム
か
ら
の
宗
教
史
、
村

上
春
樹
や
東
野
圭
吾
が
世
界
で
愛
さ
れ
る
理
由
を
紐ひ

も

解と

く
比
較
文
学
な
ど
、
日
本
に
関
す
る
多
く
の
講
義

が
人
気
に
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ニ
メ
講
義
で
は
、
鉄
腕
ア
ト
ム
、
ド
ラ
え
も
ん

の
よ
う
に
、
日
本
で
は
な
ぜ
ロ
ボ
ッ
ト
を
人
型
で
友

達
と
し
て
描
く
の
か
な
ど
、
日
本
人
と
は
違
っ
た
視

点
で
、
日
本
文
化
を
分
析
議
論
し
て
い
る
。
（
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
す
べ
て
の
も
の
に
魂
が
宿
る
と
い

う
神
道
の
考
え
方
や
、
明
治
維
新
以
来
の
「
理
想
的

な
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
」
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

へ
の
友
好
的
感
情
な
ど
が
影
響
し
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ニ
メ
の
描
く
未
来
志
向
性
が
、
世
界
の
Ｉ
Ｔ
企

業
経
営
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。）

　

こ
う
し
た
視
点
は
、
私
の
、
こ
れ
ま
で
の
数
少
な

い
外
国
の
方
と
の
交
流
機
会
で
も
、
感
じ
た
こ
と
で

あ
る
。
彼
ら
は
、
日
本
の
家
庭
に
神
棚
と
仏
壇
が
あ

る
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
忘
れ
物
が
見
つ
か
る
こ

と
に
感
心
し
、
コ
ン
ビ
ニ
の
品し

な

揃ぞ
ろ

え
や
タ
ク
シ
ー
の

自
動
開
閉
ド
ア
に
驚
く
。
日
本
人
に
は
、
「
当
た
り

前
」
の
こ
と
が
、
海
外
の
人
か
ら
見
る
と
「
日
本
な

ら
で
は
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

向
け
、
英
語
教
育
の
充
実
や
海
外
姉
妹
校
と
の
交

流
、
留
学
促
進
な
ど
と
と
も
に
、
我
が
国
や
郷
土
の

伝
統
・
文
化
の
理
解
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ハ

ー
バ
ー
ド
で
の
「
異
文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
、
良
き
地

球
市
民
に
な
る
た
め
の
教
養
と
し
て
不
可
欠
で
、
自

国
の
文
化
、
さ
ら
に
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
る
」
と
の
教
え
の
と
お
り
、
異
文
化
と
交
わ

る
こ
と
は
、
自
文
化
の
再
認
識
に
も
繋つ

な

が
る
貴
重
な

経
験
と
な
る
。
海
外
と
の
交
流
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍か

で
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
延
期
と
な
っ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
、
国
際
交
流
の
流
れ
が
再
び
加
速
し
、
日
本
を
知

り
、
強
み
と
し
て
世
界
に
発
信
す
る
若
者
が
多
く
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

日
本
人
は
、な
ぜ
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
好
き
な
の
か

県
教
育
庁
財
務
課
長中
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均


